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わけじやないですが、それぞれの 
立場で委貝の-端をになっていけ 
る、このことが大切だと恐うんで 
す」と娄負 R が語るように「垣根 
をとつばらうこと」が「給一轿」の 
ifi 動テ—マとなつているようだぐ 
-! このコンサ—卜 tris 年ほど前 
に余良でおこつた•わた W 子コン 
サ—卜•が手がかりとなつている 
んです•これは身»者が中心にな 
つて，仝 oil 的な is 勧にまでひろま 
つたものですが•私たちの^^ • 
緒，では •« 宙のある方，ない方 
を纽えて、生きている哀びを歌い 
合えればと閱つているんです j と 
語るのは怜一緒佬足玛時から*こ 
の活觔を推進してきた甲石和之さ 
ん。热心にこぅ讲る¥石さんは 
岛校生の時から2:宙者 J $ 勘にかか 
わつて10年にもなる。自からの経 





な^)©ん 

をんんさ 
技ささ也 
中彦之和 
の俊和銥 
勤口石并 
活野平小 


験の屮から^?一耕」の姿势を築 
いてきたし，方向として U これで 
ヨシとしているよぅだ* 

立川市社会楠祉協漭会ボランテ 
ィアセンタ—の小并 M 和也さんも 
寞行委 H の一人として中心的な活 
勤をしている。小并銥さんも「雄 
でもが参加できる広い問 II を用意 
しておきたいですね。実行委 ft に 
なつて頂くのは勿論，当 H だけお 
手伝いして m く方、お客さんとし 
て聰きに米て' >• さる方もやはり^ 
一緒の"輪 V の中の一人だと恐ぅん 
です。それから作 SSI や £^、 r « 葵 
して下さる方，また金钱的な方面 
から協力して下さる方■みんな私 
たちの沖問です。」 

突行委 ft が n を揃ぇるのは r«i 
統力のある活勤をしたい」という 
こ t * いま「給一祐」は3月25日， 
#. 番の出#を侍つている分今年 
も热い眼差しが屈くだろうか。 


さずそのまま出られるので楽なの 

です。でも、やつばり卩本の風呂 

t % % • 

41 1 V 

ところで*日本を発っ商葫，ちょ 
ラどイタリアから2年の留^を終 
えて姍国した友人が懊に g いま L 


なんて声をかけてくれる人もいる 
し • 迨など«ねょぅものなら本当 
に親切に教ぇてくれます。一度ア 
ィスク y — ム屋のおじさんに道を 
きいたら，店をほつたらかして" 
連れていつてくれたことがありま 





Mtru % 住いの声壤摹，牧 If 
正人さん(パリトン}と^«田 

»子さん(ソブラ/) a I 人 . t 

子の！ん 6 遁れて|年閜 5 ， 

ノに#零•シチリアでの n ンク I 

ルに失•梅つて入 II し！^霣 

在' 洛 fee * 籑 . il 歎を* M 中 



た。『ィタリアは泥棒以外はみん 
な良い人だよ/確かにこちらに 
来てみて、これはイタリア人をよ 
く S い表わしていました。町を歩 
けば、 R が合っただけで「チャオ」 


した•帰りについ* II を®じてァ 
イスタリームを 3 つ tft ベてしま 
いました。道を辱ねると太ります • 
お te ししたいこ t はいろいろあ 
りますが，またの棣会に。お元 SI で" 


Jitp 4 w / 第11回一〇〇 J 
一 ■/ 完走駅伝大会 

昨年 1 22 : 10 日®)^-*町 ffl 地内卜 
リムジ fl ギング n I スにて，- t 第 11 
KlooJ 完走駅伝大会」(主催•わ莱 
町陟上部/後援 . s * 町体 iff 会) 

が$ひとつない»»天のなか行われ 
た•小6の小 ft 花患さんをトップ 
に、44名の各選手にタスキがわた 
り無事完走 
された0地 
区、京族、友 
逢問の核か 
な心の y ツ 
ウがま/.'ひ 
とつ|¥みを 
よフだ。 




ワタシの街 

だから 

新》多 ItUJia 

沿いにある茁十 
兄町 ra 地バス •： t 
にこんなものが 

ぶらさが <) ていた•ホウキ t チリ 
卜 y である。*住みょい衔を…★と 
10 年程前から，老人クラブの万#类 
令が奉仕活動の-現として始めた 
もの•会垃の谷沢さん锄日く「マ 
ナ—がょくないが、コツコツとね」と。 

f 立川クイズ 

立川の駅前を発若するバスの ft 
の多いこと、ラクシユ時などは広 
垛がバスで坪つてしまぅほど • 

でも、その昔、立川駅が出来て 
からも、人力！^, Eii 4 が人々の•足* 
だった時代は結搆 Ji かつたのです。 
では、 fc 川の街に初めてバスが走つ 
たのは' いつ頃だったでしょうか。 
〇 明治の終り 頃®人 正中頃 ❸昭和 0 


「そぅね。~何年 fa 

七宝谀をやっていら 
つしやいますか*な 
んてあ•らたまつて W 1 
かれる小恥ずかしい 
ですが……十四.五 
年になりますかね」 
t •ずいぶん懊か L 
そぅに話 I てくださ 
った栄町4 丁目にお ft いの金で利 
沐 - T - さん。「やり始めは、 cr . 川市で 
発行している"広報たちかわ★を ft 
まして•中央公民館で r 中央七5 
友の会 j (指導•大围*先生)とい 
うサークルがあり、や-〇てみたい G 
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な.というささやかな$1持ちから 
tf き出しました。やつていくうち 
に、こころよい緊張®が荣しくなつ 
てくるんですよ◊燦きあがるまで 
忠つていたィメ—ジどおりのもの 
が出來るかどうか*银するんですよ， 
出米あがつてきて•ばつ•と I .& 
するのがたまりませんね」 t 企子 
さん。ちよつ t した心のざわめき 
がこんなにまで#びあふれわたつ 
yN るとは、やつばり感 ! yj という 
のが大切のようものづくりには。 


HK»S 



のはじめ頃 

〔1月号の答〕 ❶ 

立川には大木が多いょぅで、幹 
まわり 3 m 以上の木は 78 本もあ 
るそラです。中でも柒埼町| 丁目 
の八幡神社跡の大ケヤキは衿まわ 
りが6£余もあります。建長4 
{12 52年•立河氏にょり八№1¢ 
社が利建されましたが•当時麥道 
に植えられたものと伝えられ*市 
の天然 2 d 念物に值.也されています U 
700 年を経て今なお見¥に葉を*^ら 
せているこのケヤキ、もつともつ 
と艮生きしてほしいですね* 
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寒い B が紱きます、 ff さま 
いかがお過ごしでしょぅか • 
厳寒のなかに早くも「春」が 
生れる気«がみぇます典如 fli 
| へ、八 f 月もどぅ^。 

争 

■日時 23C15 日 S 

午後 3 時〜 5 時 
■御本*、具如宝物館をはじ 
めとして映画など盛りだくさ 
? IfM ? 1卜〇 


■立川市民{成人》に限らせて 
項きます** 

■お申1込みは「えくてびあ 
ん•コンパニオン」(本誌を手 
波してくれた人》へ • 


• 砂川町 3 T 目の砂川淳关さん宅 
の H は、ご^のょうに立派なもの 
ですが•戰時ド、鉄の供出の M 命 
は逃れられないご時势。それが M 
かの- f * 速いで残り，今日まで牛•き 
延びたと聞きました。«に「歴史 
あり」です"_蜍|緒を「わつしょ 
い」と^ませるあた〇•なかなか 
のセンス。実行^3のひとり" f 石 
和之さんは，♦ホランティア活舫は 
Q 分にとつて•海外枨行をしたり 
スキ—に fr くの tw 様、「靑存メ 
ニユ IJ のひとつでシンドィ枣し 
ている^は微雎もないと®笑む. 
その充実した笑顔"•立#には n 
ロンブスのょうに尻を割らなくて 
も卵は立ちます。そう朗いたら 
度 U やつてみる•これが「ぇ <て 
びあん稍神」というものです* • 
h 魚の fl きが中にぇくてびあん*^ 

(■ 篡 ) 石掣》美屮川 » 子 _ 0 |;* 子 » 1 | 2 « 

山田 9 子中村輅 £ 半只 £ 弘 .* 田悦 + 
( 7 真 ) 戈 ff 玫 1 T 相禳 | 明 «31111 

スタジオ 2 6 9 ttl<lle 本多 If 
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このユニークな n ンサ—卜は、 

•My LIFF * 於 5: E:\V LIFE 実 If 委 
fi 会*突 rr $ a 尨•野：！後彦さん) 
によつて運^されている" 

ステージで软われる作品の全て 
が"断曲*で、しかも全部.般公 
尊によるもの。もちろん、音楽と 
L ての完成度が^いといぅこ it 
あるが、自分たちの*思い，がどこ 
まで伝えら n るの**とい•フところ 
に焦点が合わされている" 

すでに二 71'. 0 镅の詞が n & 葬され 
そのうちの 21 編が^ ris ， その詞に 
曲が^狰されて、はじめて曲 tl 


て完成されてい 

咋¥ 50 の第 1W ステ—ジで U 
mswrm 曲^•演葵者，歌い手 
と皆んなが舞台のぅぇ<:立ち、心 
ょせあ-〇て一つの曲 1 :向つている. 
いや'その曲にょって吿んなが「生 
かされている」光 S にしば L ばぶ 
つかったものだ。 

实行委 R 会では沐日返上で会拱 
や£ 1 ^をこなしてきた。? fu 寞行 
否を中心に、そのチーム 7 — 
クのよさは抜群、「名»のうえで 
U 実? T $ flu60 名ぐらいいるんで 
す n いつもこれだけ} fe まるという 


0 v^\ 5 てびあん 

f P 〜 

ィタリアの春は、3月〇〇日の 
‘， Festa di DonnaJ 女性の祭 n > 

に•男性が愛する女性に W る輝く 

ような贸色の花、ミモザの花*:か 

ら始まります。この日は街角でた 

、さんの花束<500 円 ぐらい)が*ら 

れており•街ゆく男性たちはこの 


花束を H って夕方、家路 
を总ぎます•佚は、つい 
う c かりこの花束を》い 
別の日にもつと si 
のを妻に贈ること 
になつてしまいました* 

さて•每 E ： 送つていただいてい 

る「えくてびあん」•いつも楽しく 

統ませて Is いています。特に a 塢 

の特逛は、風呂好きの澳にとって， 

そして今、 ft 湯のあの大きな®舟 

につかることのできない«にとつ 
ては犋 1 い反面‘ちょつと酷でし 

た々！ 8 国したら、すぐに«港にか 

け込み'「口本の風呂 J を味ゎうで 

しょう。こちらの風呂は、いわゆ 
るあの泡の風呂ですが’これはこ 
れでまた気持の良いものです。こ 
の泡には楽毕などが含まれていて 
香りも良く、#常に瑷まりますし • 
そ n にこの泡はシヤヮーなどで流 
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といい!•藤の言みという c そ 
れも3代つづけば》リ尽くせない 
物!#があろう〇 Iの街にも沈觏 t 
て畴かなるのかずかずがそこ 
こ二 U® されてぃる- 


七転び八起きを願って5代 



すっと蛾いて来た家*だからご 
<白然に®いだ』と路るぉ二人， 


に会ぎのたいつ嫌％ 

初社て市つて在砂 
代を本へ敉もい幼’川 
以ゃ格行た r たい立の 
来め的つち洪它頃 mi 地 
の後にてはた\かでで 
<•を始しあち•らはダ 
ダ継めまちだ4ダこル 
ルい•うこけ代外こマ 
マだ以かちで目マ を 
" 5來らの错 v 怍奸作 

を代30 % ,Y 守，;？りだつ 
守目余20ゃ番告をけて 
ると年 t 神だ g 手の5 
•共•過社つ K 伝老代 


初代以来、网じを 


守って来たといつダルマ 


右からイチ子さん、ん、喊佺ちゃん•诮患さん、明次さん v 真衣子ちやん* ツネさん、小林シゲ子さん 


玺に赤く色をつけるのは丨〇月半ば過ぎ.「作るの！^聲るの L 寧いねえ jt 笑う昭次さん，毎年3000 f » は作るというダ 
ルマが、家族みんなの共两作業で一つ一つ丁車に仕上げられてゆく.史成したダルマに囫，れて_ 




